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平成２１年度 特別研修 研究報告書

児童生徒が読書の広がりや楽しさを実感することのできる読書単元の工夫

－国語科の「読むこと」の学習を生かした活動を通して－

教育情報推進係

柵木みどり（小学校教諭）

中畑 真美（中学校教諭）

Ⅰ テーマ設定の理由

これまでも授業の中で様々な読書指導を行ってきたが、すべての児童生徒が本を手に取って

読むまでには至らなかった。それは、本来密接に結び付いているはずの「国語の授業」と「読

書」を十分関連させた指導ができていなかったことが、原因の一つではないかと考える。戦争

教材の学習後に戦争をテーマにした本を紹介するなど、教材の内容と関連させた読書指導はこ

れまでも行ってきた。しかし、人物の心情を読み取るなどの学習内容との関連は弱かった。そ

のことが児童生徒にとって、授業で文章を読むことと自分で本を読むことは関係ないものと思

、 、 。わせ 読んだことがないジャンルの本に手を伸ばすことを 妨げてきたのではないかと考える

児童生徒の豊かな読書生活をはぐくむためには、様々な本のよさを理解したり心に深く残る

本と出会ったりすることが大切である。そのためには、児童生徒に読書の広がりや楽しさを実

感させることがまず必要となる そこで本研究では 単にストーリーを追うだけではなく 読。 、 、「

むこと」の学習で身に付けた力を読書に生かしていけるような学習課題を工夫していくことと

した。それを新たな読書単元として、これまでの読書紹介の代わりに取り入れていく。また、

この学習に学校図書館を有効に活用していく。こうした読書単元を行っていくことで、児童生

徒は自己の読書の広がりや楽しさを実感することができるようになると考え、テーマを設定し

た。

Ⅱ 研究のねらいと課題解決策

１ 研究のねらい

国語科において 「読むこと」の学習を生かした活動を取り入れた読書単元の工夫を行うこ、

とで、児童生徒が読書の広がりや楽しさを実感することができるようになることを、実践を通

して明らかにする。

２ 課題解決策

(1) 学んだことを生かした読書指導の工夫

授業を通して身に付けたことを生かして本を選んだり、読書の際の視点にしたりできるよう

な学習活動を工夫する。具体的には、物語の中の人物像をとらえる学習後に、様々な本から登

場人物を集めた「キャラクター事典」を作成したり、社会と人間とのかかわりをとらえる学習

、 「 」 。 、後に 作者や作品の時代背景を調べて 作者との架空対談集 を作成したりする これにより

国語科の「読むこと」の学習で身に付けたことが自分の読書にも活用できることや、自己の読

書の広がりや楽しさを実感させることができると考える。

(2) 学校図書館の利用

、 、身に付けたことを生かして本を選んだり 読書の際の視点にしたりできるような学習活動を

学校図書館にある本を利用して行う。教師の意図で自由に配架を変えられるのが、学校図書館

。 、 、のよさの一つである 授業で学校図書館を利用した後 図書の配架を意図的に変えるなどして

児童生徒の自発的な読書を促していく。
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Ⅲ 課題解決のための具体的実践

１ 学んだことを生かした読書指導の工夫

(1) 小学校における実践 （小学校４年）

４年生国語科「一つの花」を教材として、主人公の人物像を叙述から読み取り想像すること

を学習した後、この学習で身に付けた力を読書指導に生かすために、学校図書館で自分が選ん

だ本の「キャラクターシート」を作成し、冊子「キャラクター事典」にして交流させた。そし

て、これまでの読書とは違い 「主人公の成長」という読みの視点をもって文章を読み深める、

楽しさを実感させるようにした。

主な学習活動 児童生徒の反応・様子時間

・登場人物や時代背景を想
像して読む。

１

（一人一人に対する感想
を書かせることで登場人
物の人物像や時代背景を
想像させる ）。

２ ・ゆみ子の人物像を叙述から
読み取る。
（10年後のゆみ子の人物

。）像を本文から考えさせる

３ ・ キャラクターシート」に記「
入しながらゆみ子の人物像４
を想像する。
（各場面の登場人物の心
情を追いながら、ゆみ子
の人物像を考えさせる ）。

・ キャラクターシート」を
５

「
読み返して登場人物の人
物像を考える。
（初発の感想と読み比べ
て、キャラクターシート
を作成したことで読みが
深まったことに気付かせ
る ）。

６ ・読んだ本の主人公の「キ
」 。

～
ャラクター事典 を作る

８ （本を読む観点として、主
人公の成長に着目させて、
読ませる 「一つの花」で。
学習したキャラクターシ
ート作りを生かし、自分
で読んだ本の主人公の成長
に焦点を当てて作成させ
る ）。

・グループごとに「キャラ９
クター事典」に目次を付
け、交流し合う。10

（目次を作ることをあら
かじめ知らせておき、話
合いの視点をもたせて友
達のキャラクターシート
を読ませる ）。

・各グループから１名ずつ
が集まり、新しいグルー
プを作り、目次の付いた
自分たちのキャラクター
事典を見せながら、どの
ように分類したのかを発表
し合い、交流する。

「友達の大切さが

分かる本だね。

読んでみたいな。」

キャラクターシート

時代背景とゆみ子が成長した姿をと

らえさせてから、幼い頃のゆみ子の

様子や母親や父親の思いを考えた。

「キャラクター事典」

につけた目次

ゆみ子への母親の思いを

シートに書き、そのことが

分かる本文を付箋紙に

書いて貼った。
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(2) 中学校における実践（中学校３年）

３年生国語科「故郷」を教材として、時代背景や作者の人物像を視点にしながら読み深める

学習を行った後、この学習で身に付けた力を生かして「作者との架空対談集」を作成させた。

こうした学習を行うことで、生徒自身の読書の幅を広げるようにした。

主な学習活動 児童生徒の反応・様子時間

・全文を通読後、作品の最１
後に書かれている作者の２
メッセージに気付く。

３ ・作者魯迅のメッセージを
軸に、そこに込められた～

５ 魯迅の意図を探ることを
ねらいとして、物語の読
解を行う。

６ ・各自がつかんだ「故郷」
の主題を、作者との「対
談」の形でまとめる。

７ ・学校図書館を利用して、
８ 自分の選んだ本を読む。

９ ・ 作者との架空対談集」を「
10 作成し、完成したものを

交流し合う。

「もともと地上には道はない。歩く人が多くなれば、それが道になるの

だ。」というセリフはどんな意味だろう？ 作者自身の言葉なのかな？

魯迅だったら、

こんな風に答え

るんじゃないか

な。みんなはど

う思う？

当時の中国の社会状況や魯

迅について調べることで、

最後のセリフに込められた

魯迅の思いに迫った。

順序を変え

たり、書き

直したりす

ることが簡

単にできる

ように、付

箋紙に書い

た。

（ピンクが

自分の質問

や考えで、

緑が魯迅の

答え。）

まずグループで「質問→

作者の答え→答えに対す

る自分の考え」の見本を

作成し、その後個人で続

きを考えた。

魯迅との架空対談を振り

返り、その時の学習を生

かして自分の選んだ作者

と架空対談を行った。

国語や

社会の

資料集

で、調

べ学習

を行っ

た。

対談にまとめてみると、作者が何を伝えたくてこの作品を

書いたのかが、よくわかるね。

魯迅という人は、強い意

志をもった人だね。
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２ 学校図書館の利用

学校図書館の本を児童生徒が

活用できるように特設コーナー

を設けた。小学校では、主人公

の成長がわかりやすく描かれて

いる物語文を中心に、児童の実

態を考慮して絵本や短編物語な

ども置いた。中学校では 「故、

郷」と同様に作者のものの見方や考え方が強く表れている本を選んだ。例えば太宰治・芥川龍

之介・宮沢賢治・夏目漱石・石垣りん・谷川俊太郎などの作品や海外作品、古典などである。

Ⅳ 研究の成果と課題

１ 成果

小・中学校とも、学習の前後に読書に関するアンケートを行った。その中で 「本を選ぶと、

き、基準にしたいもの」という質問で、次のような結果が得られた。

小学校では 「内容」や「作者 「友達の評判」などの項目が大きく増えている 「友達の評、 」 。

判」が増加したのは、キャラクター事典を作成し友達同士で交流したことにより、自分も読ん

でみようとする児童が多くなったからであろう。中学校では「ジャンル」の項目が減少し、代

わりに「内容 「作者」が増加した。一方で、小・中学校とも「表紙」の項目が大きく減少し」

ている。今まで表紙の華やかさや自分の好きなジャンルで本を選んでいた児童生徒の目が、作

者や内容などに向けられ、選択の範囲を広げられたためであると考える。

また、小学校では「字が多い本を読むのが好きになった 」という児童からの声や「漫画し。

か読まない子だったのに、最近は物語の本を読むようになってうれしい 」という保護者から。

の声が聞かれるなど、児童の読書に対する態度や読書内容に大きな変化が見られた。中学校で

も 「新しい本の読み方を知った」と答えた生徒が９割を超えた。さらに 「作者が何を思い、 、

ながら何を伝えたくて書いたのかを考えて読めるようになり、前よりも楽しく本が読めるよう

になった 「もっともっと違う本を、そうやって読みたいと思った 」といった感想からも、。」 。

新たな読書の楽しさを知り、読書に対する関心が高まった様子が伺える。

このように 「主人公の成長」や「作者」など、読みの視点をもって文章を読むという学習、

を取り入れた読書単元を工夫することによって、児童生徒が読書の広がりや楽しさを実感でき

るようになることが、実践を通して明らかとなった。

２ 課題

読書経験の少ない一部の児童生徒にとって 「一つの花」や「故郷」での学習はおもしろい、

と感じたものの、自分の読書にすぐに生かすことはやはり難しかったようである。今後は計画

、 。的・継続的にこうした読書単元を組み 読書指導を行っていく必要があることを改めて感じた

また、他の教科の学習とも関連させた特設コーナーを設けるなど、児童生徒が様々なことに

興味・関心をもって利用できるような学校図書館となるように工夫をしていきたい。

特設コーナー（中学校）

（小 学 校 ）

0 10 2 0 3 0

挿絵

友達の評判

作者

内容

表紙

タイトル

学習前

学習後

（ 中 学 校 ）

0 2 0 4 0 6 0 8 0

友 達 の 評 判

世 間 の 評 判

ジャン ル

作 者

内 容

表 紙

タイ トル

学 習 前

学 習 後

（ 人 ） （ 人 ）

３クラス（91人）複数回答１クラス（35人）複数回答

特設コーナー（小学校）
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国 語 科 学 習 指 導 案
平成21年10月20日（火）第３校時

４年２組 指導者 柵木みどり

授業の視点

登場人物の心情を読み取ったことを基に主人公の「キャラクターシート」を作成したこ

とは、主人公の成長を読み取るために有効であったか。

Ⅰ 目指す言語能力

、 、 、○ 場面の移り変わりに注意しながら 登場人物の性格や気持ちの変化 情景などについて

叙述を基に想像して読む （Ｃ読むこと ウ）。

○ 目的に応じて、いろいろな本や文章を選んで読む （Ｃ読むこと カ）。

本と友達になろうⅡ 単元名

「一つの花」 「 キャラクター事典』をつくろう」『

Ⅲ 単元の考察

１ 児童の実態

本校では、読書活動の推進の一環として、月に一度市立図書館から移動図書がきて、児童が

自由に本を選んで借りている。また、週一度の朝読書、月一度のボランティアの方の読み聞か

せも行っている。しかし、児童の読書の現状をると、手にする本は、ゲームの攻略本や携帯小

説や漫画など、その時間をただ楽しく過ごすような遊びの延長としての読書に終わってしまっ

ている傾向が見られる。また、絵本から文字の本へと移行したい中学年になっても絵本を読ん

でいる児童が目立っている。実際に学級の児童に、読書に関するアンケート調査をしたとこ

ろ以下の様な結果であった。

質 問 回 答 数

読書は好きですか 好き16名 ふつう19名 嫌い０名

近よく読む本は何ですか 漫画 14名 怪談話７名 かいけつゾロリ６名（伝記・歴史等）

小説５名 アニメ小説１名 絵本１名 童話１名

一週間の学校図書館利用回数 毎日８名 ２～３回 24名 ０回４名

以上の結果からは、読書はしているが読む本のジャンルに偏りがあり、内容的にもその時限

りの楽しさで終わってしまうような本を好んで読んでいることが改めて分かった。その一つの

原因が、授業の読み取りの学習での「読む力」が不足しているために、内容の面白さを味わえ

ずに物語などの長文の読書に抵抗を感じているからではないかと考える。

また、これまでの国語科の学習においても、登場人物の心情や場面を読み取る学習や学校図

書館の利用方法等の読書指導を行ってきた。しかし、授業で扱った教材に関連する本を学習後

に読んだことがある児童の割合を調べてみると、35人中11名しかいなかった。内訳は「スイミ

ー ２年 １名 ちいちゃんのかげおくり ３年 ５名 白いぼうし ４年 ３名 三」（ ） 、「 」（ ） 、「 」（ ） 、「

つのお願い （４年）２名であった。これは、国語科でこれまで行ってきた読書指導が、児童」

の読書にほとんどつながっていないことを意味している。このような実態から、本来密接な関

係で結び付いているはずの国語科の授業と読書を関連させた指導ができていなかったことが原

因の一つであると考えられる。そこで、本単元は、文学的文章「一つの花」を読書単元として

取り上げ、主人公の人物像を読み取ることで、文章を読み深める面白さを味わわせ、読書の本

当の楽しさを実感させたい。
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２ 教材観

本単元は、文学的文章「一つの花」の学習後に、授業で身に付けた読みの視点を生かして豊

かな読書生活につなげていく新たな読書単元として設定する。

「一つの花」は戦争文学であるが、戦争の残酷さや悲惨さは直接的に表現されておらず、そ

の状況下で生活している家族の話である。本文の前半は、戦争中の貧しい暮らしの中、幼い子

を抱えている両親の思いや、戦争に出向く父親の子への思い、またそれを気遣う母親の思いな

どが描かれている。後半は、10年後に当時幼かった子が明るい少女へと成長した姿が描かれた

文章構成になっている。

「一つの花」の登場人物の言動を手がかりに、登場人物それぞれの人物像を考え「キャラク

ターシート」にまとめることで、文章を深く読み取ることの面白さを味わわせていきたい。次

に、この学習で身に付けた力を読書指導に生かすために、学校図書館で自分が選んだ本の「キ

ャラクターシート」を作成し、冊子「キャラクター事典」にして交流し合う。そして、これま

での読書とは違い 「主人公の成長」という読みの視点をもって文章を読み深める面白さを実、

感させて、豊かな読書生活につなげていきたいと考えている。

３ 教材の系統

「Ｃ読むこと」
単元及び教材 具体的な読書指導

読書の情報活用に関する指導事項

１年 ウ 場面の様子について、登場人物の 世界の民話の本を読

行動を中心に想像を広げながら読む 「大きなかぶ」 んでそれぞれの場面

こと。 を紙芝居にする。

２年 イ 時間的な順序や事柄の順序など考 時間の流れに沿って

えながら内容の大体を読むこと。 海の中の生き物 段落毎に絵本作りを「 」

する。

３年 イ 目的に応じて、中心となる語や文 調べたことに自分の

をとらえて段落相互の関係や事実と 「ありの行列」 考えを加えて生き物

意見との関係を考え、文章を読むこ 図鑑作成をする。

と。

４年 ウ 場面の移り変わりに注意しながら 自分たちで選んで読、

登場人物の性格や気持ちの変化、情 「一つの花」 んだ本を基に「キャ

景などについて、叙述を基に想像し ラクター事典」を作

て読むこと。 成する。

５年 ウ 目的に応じて、文章の内容を的確 複数の資料を読み比

に押さえて要旨をとらえたり、事実 千年の釘に挑む べて、自分の考えを「 」

と感想、意見などとの関係をおさえ 基に意見文を作成す

自分の考えを明確にしながら読んだ る。

りすること。

６年 エ 登場人物の相互関係や心情、場面に 人物相関図や優れた

ついての描写をとらえ、優れた叙述に 「海の命」 表現を紹介する等、

ついて自分の考えをまとめること。 本の紹介新聞を作成

する。
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４ 指導方針

・ 一つの花」という作品を単独の教材として取り扱うのではなく 「一つの花」と「キャラ「 、

クター事典」とを組み合わせた読書単元として構想する。

・ 一つの花」では、登場人物の心情を読み深めながら 「キャラクターシート」を作成する。そ「 、

の際、人物像をイメージするために手がかりになった叙述を付箋紙に書き写させてシートに

貼ることで、根拠を分かりやすくする。

・ キャラクター事典」の作成では、学校図書館に文学作品集などの特設コーナーを設けて、「

児童が自分で本を選びやすい環境作りをしておく。

・自分で選んだ本を読むときに、読みの視点として、主人公がどのように、何をきっかけに成

長したのかを登場人物とのかかわりや出来事を基に考えながら読ませて 「キャラクターシ、

ート」を作成させる。

・全員の「キャラクターシート」を集めて一冊の「人物キャラクター事典」にした後、グルー

プで読み合い 「目次」を付けるために内容を分類させることで、様々な人物像を通した読、

書の楽しさに気付かせ、読書への興味・関心を一層高めていく。

Ⅳ 目標及び評価規準

１ 目標

まわりの登場人物とのかかわりから主人公がどのように成長したかを読み取り、登場人物に

視点をあてて読書するなど、幅広い読書生活につなげることができる。

２ 評価規準

概ね満足できる状況 十分満足できる状況

関心・意欲・態度 ・作品に興味をもち、主人公 ・作品に興味をもち、主人公（ゆ

（ゆみ子）が明るい子に成 み子）が明るい子に成長した

長したわけを追求しようと わけを登場人物とのかかわり

している。 を考えながら追求しようとし

・文学作品に興味をもち、登 ている。

場人物の人物像を描きなが ・様々な文学作品に興味をもち、

ら本を読んでいる。 登場人物の人物像を描きなが

ら本を読んでいる。

読むこと ・登場人物の人物像を叙述を ・登場人物の人物像を根拠とな

基に自分なりに想像するこ るいくつかの叙述を結び付け

とができる。 て想像することができる。

・自分で選んだ本の主人公の ・自分で選んだ本の主人公の成

成長の様子が分かるキャラ 長の様子や登場人物が成長に

クターシートを作成するこ どのようにかかわった分かる

とができる。 キャラクターシートを作成す

ることができる。

伝統的な言語文化と ・表現したり理解したりする ・表現したり理解したりするた

国語の特質に関する ために必要な文字や語句に めに必要な文字や語句につい

事項 ついて調べることができる て調べ、日常の言語活動に生。

かすことができる。
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Ⅴ 指導と評価の計画 （全10時間）

学習活動 指導上の留意点 評価項目（評価方法）時間

・本文を通読する。 ・戦争時代と10年後に分かれて 【読む】１
いることに気付かせる。 Ｂ：文章構成を理解して、

・登場人物一人一人の ・一人一人に対する感想を書か 登場人物のイメージや時

感想を書く。 せることで登場人物の人物像 代背景を想像している。

や時代背景を想像させる。 Ａ：文章構成を理解して、

登場人物一人一人のイメ

ージや時代背景を想像し

。（ ）ている ・発言ワークシート

・10年後のゆみ子の様 ・10年後のゆみ子の人物像を挙 【読む】
２

子を読み取る。 げさせ、そのことが本文のど Ｂ：ゆみ子の人物像を叙述

こから分かるか 考えさせる から読み取っている。、 。

Ａ：ゆみ子の人物像を叙述

から読み取り幼い頃と比

較している。

（ ・発言）ワークシート

（１の場面） 【読む】３
・ゆみ子の幼さやお母 ・各場面の登場人物の心情を追 Ｂ：キャラクターシートに

さんのゆみ子への愛 いながら、ゆみ子が成長する 記入しながらゆみ子の人

情を本文から読み取 きっかけを考えさせる。 物像を想像している。

る。 Ａ：キャラクターシートに

（２の場面） 記入しながら、両親の深

・ゆみ子への父親の気 ・ ゆみ子のはっきり覚えた い愛情と関連付けながら「

持ちを想像する。 初の言葉」や「自分の分から ゆみ子の人物像を想像し

一つゆみ子に分けてくれる」 ている。

（ ）「ゆみ子をめちゃくちゃに高 ・発言ワークシート

い高いをする」という表現を

手がかりに気付かせる。

４ （３の場面）

・ゆみ子への父親の気 ・父親にゆみ子の泣き顔を見せ

（

本 持ちやゆみ子をあや ないように，ゆみ子をあやす

時 す母親の気持ちを想 母親の気持ちを考えさせる。

像する。

）

（４の場面）

・ 一つの花」に込め ・花をもらったゆみ子が喜んで「

られたお父さんの気 いる姿を見てにっこり笑った

持ちを考える。 場面から、ゆみ子の人物像を

考えさせてから、お父さんは

どんなことを思って笑ったの

か考えさせる。
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・作成したキャラクタ ・初発の感想と読み比べて、キ 【読む】
５

ーシートを基に、登 ャラクターシートを作成した Ｂ：登場人物の「キャラク

場人物一人一人につ ことで読みが深まったことに ターシート」を作成した

いて自分の考えを書 気付かせる。 ことによって、読みが深

く。 まったことに気付く。

・感想をグループで読 ・グループで感想を読み合うこ Ａ：登場人物の「キャラク

み合う。 とで登場人物の人物像につい ターシート」を作成した

て見方を広げる。 ことによって、読みが深

・ キャラクターシー ・主人公を中心に人物像を描く まったことに気付き、今「

ト」を作成して感じ ことによって深い読み取りが 後の自分の読書につなげ

たことを書く。 できることに気付かせる。 ていこうとしている。

ワークシート）（観察・

６ ・学校図書館で本を探 ・学校図書館に特設コーナーを 【読む】

す。 設けて、そこから本を選ばせ Ｂ：自分で選んだ本の主人

～

８ る。 公の人物像を読み取り、

・本を読む。 ・本を読む観点として 「物語 キャラクター事典を作成、

の中で主人公がどんなことを できる。

きっかけに、どのように成長 Ａ：自分で選んだ本の主人

したのか」に着目させて、読 公の人物像を読み取り、

ませる。 人間関係図等を入れてキ

・ キャラクターシー ・自分で選んだ本について「キ ャラクター事典を作成で「

ワークシート）ト」を作成する。 ャラクターシート」を一人一 きる。 （

人が作成して、それを学級で

一冊の「キャラクター事典」

にまとめさせる。

・ 一つの花」で学習したキャ「

ラクターシート作りを生かし､

自分で読んだ本の主人公がど

のように成長したのかに焦点

をあてて作成させる。

９ ・冊子にした「キャラ ・目次を作ることをあらかじめ 【読む】

10 クター事典 を読む 知らせておき、どのような視 Ｂ：友達の発表を聞いて、」 。

点で分類するか考えながら友 読書への意欲が高まる。

達のキャラクターシートを読 Ａ：友達の発表を聞いて、

ませる。 様々な本に興味をもち、

・グループ毎にキャラ ・どんな分類方法があるかグル 読書への意欲が高まる。

ワークシート）クター事典に目次を ープで話し合わせ、目次を作 （観察・

付ける。 らせる。

・目次を付けたキャラ ・各グループから１名ずつが集

クター事典を交流し まって、新しいグループを作

合う。 り、目次の付いた自分たちの

キャタクター事典を見せなが

ら、どのように分類したのか

を発表し合い、交流させる。

・興味をもった本を発表させて

読書への意欲を高める。
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（本時は全10時間中の４時間目）Ⅵ 本時の展開

１ ねらい

お父さん、お母さんの家族に対する思いをキャラクターシートにまとめることで、

ゆみ子は両親の深い愛情を受けて明るい少女に成長していったことに気付かせる。

２ 準備

キャラクターシート・付箋紙

３ 展開

学習活動 時 支援及び指導上の留意点 評価項目（評価方法）

○ 全文を読む。 ・前時に学習した１の場面、

５ ２の場面のゆみ子・お父さ

分 ん・お母さんの人物像を思

い起こしながら読ませる。 【読むこと】

〈Ｂ規準〉

○ 本時の学習を知る。 ・人物像を想像したら、その ・お父さんのゆみ子へ

10 都度キャラクターシートに の思いやお母さんの

お父さんのゆみ子への思 分 書き込ませていく。 お父さんへの思いを

いやお母さんのお父さん ・その際、人物像が分かる文 読み取り、キャラク

への思いを考えよう。 を本文から付箋紙に書き抜 ターシートに記入し

いてキャラクターシートに ている。

貼らせる。 〈Ａ規準〉

・ 一つの花」と重ねた「

○ ３の場面を読む。 お父さんのゆみ子へ

①お父さんへのお母さんの ７ ・ゆみ子が泣かないように一 の思いや、お母さん

思いやりを感じる場面を 分 生懸命あやすお母さんの気 のお父さんへの思い

探す。 持ちや「大事なお米で作っ を読み取り、キャラ

「お母さんがゆみ子を一 たおにぎり」について考え クターシートに記入

生けんめいあやしてい させる。 している。

。 （ ）る 」 キャラクターシート

「お父さんのために大事

なお米でおにぎりを作っ

た 」。

②ゆみ子へのお父さんの思 ・ 大事なお米」と「全部あげ「

いが分かる場面を探す。 た」に 着目させて父親の

「自分のおにぎりをみん 気持ちを考えさせる。

なゆみ子にあげた 」。
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○ ４の場面を読む。 ・一輪の花でも喜ぶゆみ子が 【読むこと】

①ゆみ子の幼さが分かる場 ８ どのくらい幼い子なのか、 〈Ｂ規準〉

面を探す。 分 自分の経験から想像させる ・いっぱいのコスモス。

「一輪の花にキャッキャ が平和な生活や明る

ッと足をばたつかせてよ い子に成長したゆみ

ろこんだところ 」 子を象徴しているこ。

②「一つだけの花」に託し ・花は「どんな場所に 「どの とに気付く。」

たお父さんの気持ちを想 ように」咲いていたのかを 〈Ａ規準〉

像する。 考えさせて、お父さんの一 ・いっぱいのコスモス

「もうあげる物はないか 輪の花に込められた気持ち はお父さんのゆみ子

ら、せめて花をゆみ子に を考えさせる。 への愛情であり、明

あげた 」 ・お父さんはどうしてにっこ るい子に成長したゆ。

「 後のプレゼントにな り笑ったのか、ゆみ子の喜 み子を象徴している

るかも知れない 」 ぶ姿から想像させる。 ことに気付く。。

（ ）キャラクターシート

○ ５の場面を読む。 ・４の場面の「一つだけのコ

①場面の情景を想像する。 スモス」と５の場面の「い

っぱいのコスモス」を比較

させて、平和に暮らしてい

るゆみ子とお母さんを想像

させる。

②幼かったゆみ子が10年間 ・顔も覚えていないお父さん

でどのように成長してき は、ゆみ子の10年間の成長

たのか考える。 にどんな影響を与えたのか

を想像させる。

○ ゆみ子の人物像をキャ ・ゆみ子の成長に両親がどの

ラクターシートにまとめ 15 ようにかかわってきたのか

る。 分 が分かるキャラクターシー

トを作らせる。
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国 語 科 学 習 指 導 案
平成21年10月22日（木）第２校時

３年３組 指導者 中畑 真美

授業の視点

作品の主題をまとめる学習において 「作者との架空対談集」を作成したことは、作品、

の主題に迫り、作品に対する自分の考えを深め、人間や社会に対する意見をもつために有

効であったか。

Ⅰ 目指す言語能力

○ 文章を読んで、書き手の意図と表現の仕方とのかかわりを考えることにより、人間や社

会などについて自分の意見をもつ （Ｃ読むこと エ）。

○ 目的に応じて本を読み、書き手と自分のものの見方や考え方を対比させたり、自分の考

えを深めたりする （Ｃ読むこと オ）。

本を通して、自分の考えを深めるⅡ 単元名

「故郷」 「 作者との架空対談集』を作成しよう」『

Ⅲ 単元の考察

１ 生徒の実態

生徒たちはこれまでに、文学的文章において、登場人物の言葉や動作から人柄や心情をとら

えたり、人間の考え方や生き方について読み取り、自分の立場に置き換えて考えたりする学習

を行ってきた。また読書指導として、読書記録や読書感想文を書く活動を行ってきた。このよ

うな学習を通して、文学的文章の読み取り方を学んだり、表現の仕方や文章の特徴を自分の表

現に取り入れたりすることができるようになってきている。

、 。 、しかし 生徒の読書傾向についてはあまり変化が見られていない これまでの生徒の読書は

自分の興味・関心のある本や、好きな本を読むというものであった。学校図書館を利用する生

徒も限られており、貸し出される本も、非常に狭いジャンルに偏っている。そんな生徒の読書

の幅を広げようと、これまでも授業の中で読書指導を行ってきた。しかし、戦争教材の学習後

に戦争をテーマにした本を紹介するなど、教材の内容と関連させた読書指導であり、授業で身

に付けた力を生かすという視点で関連させたものではなかった。そのことが、生徒に授業と普

段の読書が切り離されたものと思わせ、読書の広がりを妨げてきたのだと考えられる。

生徒へのアンケートからも、そのような読書傾向が浮かび上がってきた 「国語の授業のあ。

、 」 、「 」と 学習したことに興味がわいて本を読んでみたことがあるか という質問に対して ある

と答えた生徒が30名中８名 「興味はもったがそこまではしていない」が11名 「ない」が10、 、

名であった。この結果から、興味はもっても自主的な読書に結び付いていない現状がうかがえ

る。また 「学校図書館にどれくらい足を運んでいるか」という質問に対しては 「ほぼ毎日」、 、

が１名 「週に何回か」が６名 「ほとんど行かない」が23名という結果であった。学校図書、 、

館に足を運ぶと答えた生徒でも、本を借りるために学校図書館に行くと答えた生徒は、わずか

１名であった。また 「入学してから今までに、学校図書館で何冊本を借りたか」という質問、

に対しては 「ほとんど借りていない」と答えた生徒が23名を占めた。このことから、学校図、

書館が、多様な本がいつでも手に取れる環境を整えているものの、多くの生徒の学びの場にな

っていないという現状が見えてくる。
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このような実態から、今までのような読書指導ではなく、読むことの学習を生かした新たな

読書単元を設定する必要があることが分かった。そこで、授業で身に付けた文学的文章の読み

方が、自分の読書にも活用できることが実感できれば、生徒の読書量や読書の傾向にも変化が

表れてくるのではないかと考え 「故郷」と読書活動を結び付けた学習を一つの単元として、、

設定することとした。

２ 教材観

「 」 、 。 、故郷 は 中国近代文学の父と呼ばれる魯迅の作品である 20年ぶりの帰郷で見た風景や

人々との出会いによって、希望から失望へ、失望から絶望へ、そして絶望から新たな希望へと

変化していく主人公「わたし」の心情を描いている。この作品は、混迷した1900年前後の中国

の時代的・社会的背景を抜きにして考えることは難しい。状況が厳しく変化する中で生きる登

場人物の姿は、大変鮮明である。皆、現実社会の理不尽な重圧の中で自分の生き方を変えざる

。 、 。 、を得なくなった者たちである 当然 それに伴い人間関係も変化する 昔の懐かしい思い出と

変わり果てた現実とをからませることで、読み手にその変貌の原因を考えさせずにはおかない

仕組みになっている。

作者「魯迅」は、もともと富裕な地主の家に生まれたが、不幸が重なり没落。清朝末の混乱

の時代に、21歳で医師を志し日本に留学した。ここで、ロシアのスパイとして日本人に処刑さ

れる中国人とそれを喝采して見物している中国人の様子を映した幻燈を見て 「中国国民を救、

うのは医学ではなく、精神の改造にある」として文学に転じた。魯迅の思想は「圧迫という関

係そのものを除かなければ、この世に真の自由は実現しない」という考え方である。このよう

な思想から、魯迅は生涯を通じて強権と不正に対して、あくまで抵抗し続けた。これが魯迅の

文学であり、この魯迅文学を通じて、中国は新しい精神をうち立てたとも言える。

「故郷」には、作品全体を通して、このような魯迅のものの見方や考え方が色濃く反映され

ている。作品そのものも効果的な登場人物の設定や、見事な故郷の情景描写などにより、イメ

、 、ージ豊かに読み進めることができるが 魯迅の思想や願いを理解した上で作品に触れることで

より深く主題を読み取ることができるはずである。

本単元は 「故郷」を文学的文章の一つとして学習した後、授業で学んだ読むことの力を自、

分の読書に生かすという、新たな読書単元として設定する。生徒に、国語科の授業で学習した

「作品の読み方」が、自分自身が読書する時にも活用できることを実感させたい 「故郷」と。

いう作品は、時代背景や作者についての理解をもって読むことで、より深く主題に迫れる作品

である。こうした読書の方法は、社会に目を向けつつある中学３年生の生徒たちに、新たな読

書の世界をもたらしてくれるだろう。そこで、本単元では「作者との架空対談集」を作成する

という活動を取り入れる 「故郷」同様、作者のものの見方や考え方が強く表れた作品を自ら。

、 。 、選んで読み 作者の意図が作品にどう反映されているかを対談集の形でまとめていく 対談は

、 。相手の考えや思いを聞き取るインタビューとは異なり 自分の考えも相手に伝えることになる

こうした対談の形でまとめることは、作品のより深い読み取りや、自分の意見や考えを深める

ことにつながるはずである。また、対談集を互いに読み合って交流することで、生徒それぞれ

の読書を共有させたい。そこから読書への興味・関心が広がり、今まで触れることのなかった

ジャンルの本も読むようになってくれればと願っている。
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３ 教材の系統

単元及び教材 具体的な読書指導
「Ｃ読むこと」

読書と情報活用に関する指導事項

１年 カ 本や文章などから必要な情報 必要な情報をとらえ、説明文 要約や文章構成を基

を集めるための方法を身に付け､ のしくみを考える に、説明文を構成す

目的に応じて必要な情報を読み 「クジラたちの声」 る。

取ること。

２年 オ 多様な方法で選んだ本や文章 筆者の意見をとらえ、説得力 複数の本の資料を基

などから適切な情報を得て、自 のある表現を学ぶ に、意見文を書く。

「 」分の考えをまとめること。 根拠を明らかにして書こう

３年 オ 目的に応じて本や文章などを 本を通して、自分の考えを深 作者との架空対談集

読み、知識を広げたり、自分の める を作成する。

考えを深めたりすること。 「故郷」

４ 指導方針

・ 故郷」という作品を単独の教材として取り扱うのではなく 「故郷」と「作者との架空対「 、

談集」作成とを組み合わせた読書単元として構想する。

・ 故郷」について作者や時代背景を詳しく知ることで、より深く主題に迫ることができるこ「

とを実感させるようにする。そのために 「架空対談」という形でまとめを行う。その後こ、

の学習で身に付けた力を自分の読書にも活用できるように、生徒一人一人が選んだ小説や詩

などを基に「作者との架空対談集」を作成させる。

・ 故郷」の「架空対談」を作る際には、まず対談の形を確認するために、全体で見本を作成「

する。また 「質問 「魯迅の答え 「それに対する自分の考え」を付箋紙に記入させること、 」 」

で、順序を変えたり、書き直したりすることが簡単にできるようにする。

・ 故郷」同様に、作者のものの見方・考え方が作品全体に強く表れている本を選ぶ際には、「

学校図書館を利用する。学校図書館が、授業と関連させて使われるようにすることも、大き

な目的の一つである。生徒が本を選びやすいように、関連するコーナーを設けるなど、意図

的な図書の配架を工夫する。

・ 故郷」の学習を生かして「架空対談集」を作成させる際には 「故郷」のまとめで作成し「 、

た「架空対談」をもう一度読み返し、作り方を確認させる。また、自分が作者に言いたいこ

とをはっきりもたせてから、質問や答えを考えさせる。

・できあがった「作者との架空対談集」を交流する際には、単に作品の仕上がりを評価するだ

けではなく 「より作品に対する興味がもてたか」という観点で相互評価させる。、

Ⅳ 目標及び評価規準

１ 目標

物語を読んで、作者の意図やそこに表れているものの見方・考え方から、人間や社会につい

て自分の意見をもつとともに、時代背景や作者の人物像から作品について読みを深めていくと

いった新しい読書の仕方に気付き、作者の意図を考えたり自分の考えを深めたりしながら読書

しようとする態度を育てる。
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２ 評価規準

概ね満足できる状況 十分満足できる状況

関心・意欲・態度 ・時代背景や作者の人物像から作 ・時代背景や作者の人物像から作

品について読みを深めていくと 品について読みを深めていくと

いった新しい読書の仕方に気付 いった新しい読書の仕方に気付

き、作者の意図を考えたり自分 き、それを自分の読書にも生か

の考えを深めたりしながら読書 して、作者の意図を考えたり自

しようとしている。 分の考えを深めたりしながら読

書しようとしている。

読むこと ・作者の意図やそこに表れている ・作者の意図やそこに表れている

ものの見方・考え方をふまえて ものの見方・考え方をふまえて

物語を読み、人間や社会につい 物語を読み、それを物語の読解

て自分の意見をもつことができ に役立て、自分の考えを深めた

る。 り社会や人間に対して意見をも

ったりすることができる。

伝統的な言語文化と国 ・語句や表現の効果的な使い方に ・語句や表現の効果的な使い方に

語の特質に関する事項 着目し、語彙を広げることがで 着目し、日常の言語活動を振り

きる。 返ったり語彙を広げたりするこ

とができる。

Ⅴ 指導と評価の計画（全10時間）

学習活動 指導上の留意点 評価項目（評価方法）時間

１ ・全文を通読し、物語 ・物語の全体構造をつかむため 【関心・意欲・態度】

の全体構造をつかむ に 「わたし」の心情が分か Ｂ：物語のあらすじと、主人。 、

る部分に線を引きながら通読 公の心情をつかもうとし

させる。 ている。

Ａ：物語の構造と、主人公の

心情の変化をつかもうと

している。 （観察）

２ ・物語の「始まり」と ・物語のあらすじを確認し 「始 【読む】、

終わり を比較し まり」と「終わり」の文章に Ｂ：主人公の心情の変化に気「 」 、

作品の 後に書かれ 書かれた主人公の心情を比較 付き、 後のセリフに込

ている作者のメッセ することで、失望から希望へ められた思いを考えてい

ージに気付く。 という変化をとらえさせる。 る。

〔ﾜｰｸｼｰﾄ №１〕 ・ もともと地上には道はない。 Ａ：主人公の心情の変化やそ「

歩く人が多くなれば、それが れを表すキーワードをと

道になるのだ 」という言葉 らえ、 後のセリフとの。

について話し合い、これが、 つながりを考えている。

作者魯迅のメッセージである （観察・ﾜｰｸｼｰﾄ）

ことをとらえさせる。
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３ ・ わたし ルントウ ・前時でとらえた主人公の心情 【読む】「 」「 」

「ヤンおばさん」の の変化が、20年間の生活によ Ｂ：状況や時代背景も考えな～

４ 20年前と現在を比較 るものであることを、叙述に がら登場人物の変化を読

し、３人が20年間に 即してとらえさせる。 み取り、３人の登場人物

たどってきた道につ ・20年前と変化しているのは の変化と当時の中国の社

いて考える。 「わたし」だけではないこと 会状況とが関連している

・当時の中国の様子に をとらえさせるために 「ル ことを理解している。、

ついて、歴史の資料 ントウ」と「ヤンおばさん」 Ａ：状況や時代背景も考えな

集などを使って調べ についても同様に比較させる がら登場人物の変化を読。

る。 ・当時の中国の社会状況につい み取り、３人の登場人物

〔ﾜｰｸｼｰﾄ №2・3〕 て調べ、後の「架空対談」作 が当時の中国国民を代表

成のための一助とする。 する人物として書かれて

。いることを理解している

（ﾜｰｸｼｰﾄ・発言）

５ ・ わたし」と「ルン ・ わたし」が味わった絶望感 【読む】「 「

トウ」の再会の場面 を「ルントウ」と再会した時 Ｂ：魯迅の思想や考え方が、

から 「わたし」が の会話や心情の描写からとら この物語に色濃く反映さ、

抱いた「希望」につ えさせる。 れていることを理解して

いて考える。 ・絶望から希望をもつまでに至 いる。

・作者魯迅について、 った「わたし」の心情の変化 Ａ： わたし」の心情を読み「

資料集などを使って を 「ホンル」と「シュイシ 取り、そこに魯迅の思想、

調べる。 ョン」の様子からとらえさせ や考え方が反映されてい

〔ﾜｰｸｼｰﾄ №4・5〕 る。 ることを理解するととも

・魯迅について調べることで、 に、そのことに対して自

後のセリフに込められた魯 分なりの考えをもててい

迅の思いに迫らせる。 る。 （ﾜｰｸｼｰﾄ・発言）

６ ・自分なりにつかんだ ・対談の形式にすることの良さ 【読む】

「故郷」の主題を、 をおさえ、自分の考えをはっ Ｂ：時代背景や作者について（

作者魯迅との「架空 きりもたせた上で、質問や答 調べたことをふまえて、

本 対談」の形でまとめ えを考えさせる。 読み取ったことや自分が

る。 ・既習のワークシートを見直し 考えたことを作品の主題、

時 作者魯迅や時代背景について にかかわる対談としてま

確認させる。 とめている。）

・個別学習では困難な生徒もい Ａ：時代背景や作者について

ることを考慮し、 初の見本 調べたことを関連させな

作成の際、グループ学習を取 がら、社会や人間につい

り入れる。 て自分が考えたことや意

見を作品の主題にかかわ

る対談としてまとめてい

る。 （ﾜｰｸｼｰﾄ）
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７ ・学校図書館を利用し ・前時に作成した対談集を提示 【関心・意欲・態度】、

「故郷」同様に作者 し、このような形でまとめる Ｂ：自分の興味・関心のある～

８ のものの見方・考え ことで、作品の主題により深 作家の本を探し、読もう

方が作品全体に強く く迫れることを確認する。 としている。

表れている本を選び ・ 近の作家では、調べるのに Ａ：作者の意図が分かるとい、

読む。 資料が不足していると思われ う視点で本を選び、積極

・選んだ作者について るので、ジャンルを詩や短歌 的に読もうとしている。、

調べる。 ・俳句などに広げてもよいこ （観察）

とを助言する。

９ ・ 作者との架空対談 ・ 故郷」のまとめで作成した 【読む】「 「

集」を作成する。 架空対談 をもう一度読み Ｂ：作者の意図を視点に、主「 」 、

作り方を再度確認する。 題に迫る質問や答えを考

・自分が作者に言いたいことを えている。

明確にもたせ、それを基に質 Ａ：作者の立場に立って、作

問や答えを考えさせる。 品について考えたり読み

取ったりしたことを、自

分の考えも加えながらま

とめている。 （ﾜｰｸｼｰﾄ）

10 ・できあがった作品を ・ より作品に対する興味がも 【書く】、 「

友達と交流し合う。 てたか」という観点をあらか Ｂ：友達の作品を、積極的に

じめもたせてからグループで 評価している。

読み合い、相互評価させる。 Ａ：友達の作品を、積極的に

評価しようとするととも

に、自分の考えをもって

いる。 （ﾜｰｸｼｰﾄ）

（本時は全10時間中の６時間目）Ⅵ 本時の展開

１ ねらい

時代背景や作者の人物像を視点にしながら読み深めた「故郷」の主題を、作者魯迅と

自分との「架空対談」の形でまとめる。

２ 準備・資料

教科書、ワークシート、既習のワークシート
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３ 展開

（ ）学習活動 時 支援及び指導上の留意点 評価項目 評価方法

○ 本時の課題を確認 ・本時は 「故郷」の主題により深く迫る、

する。 ３ ために、作者魯迅との「架空対談」を作

分 成することを知らせる。

○ 対談の形とはどの ・インタビューとの相違点を考えさせるこ

ようなものかという 12 とで、対談とはどのようなものかイメー

見本を 全体で作る 分 ジできるようにさせる。、 。

・対談にふさわしい質問や、答えに対する

自分の考えの示し方を、生徒が書きやす

いようにパターン化したものを提示す

る （質問→魯迅の答え→それに対する。

自分の考え）

・既習のワークシートを見直し、魯迅につ

いて思い出させる。

○ 質問とその答え、 ・対談の話題となる材料をいくつかに絞

それに対する自分の 25 り、提示するとともに、個別学習では困

考えをセットにし、 分 難な生徒がいることを考慮し 「質問→ 【読むこと】、

付箋紙に書き込む。 答え」のセット作りまではグループで行 〈Ｂ基準〉

わせる。 時代背景や作者に

・グループ学習では、まず全員が１セット ついて調べたことを

作成し、 も良いものを班で選ばせる。 ふまえて、読み取っ

・グループで作成した「質問→答え」のセ たことや自分が考え

ットを基に 自分の考えを付け加えたり たことを作品の主題、 、

答えを受けて二次発問を作ったりする活 にかかわる対談とし

動は、各個人で行わせる。 てまとめている。

・順序を変えたり、書き直したりすること 〈Ａ基準〉

が簡単にできるように、付箋紙に書かせ 時代背景や作者に

る。 ついて調べたことを

関連させながら、社

【努力を要する状況の生徒への手だて】 会や人間について自

グループで作成したセットを基本に、 分が考えたことや意

魯迅の答えに対する自分の考えを付け加 見を作品の主題にか

えさせる。 かわる対談としてま

【概ね満足できると判断される状況の とめている。

（ ）生徒への手だて】 ワークシート

魯迅の答えに対して、自分の考えだけ

でなく、答えを受けての二次発問を考え

させたり、対談にふさわしい言葉遣いを

工夫させたりする。
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○ 記入した付箋紙を ・付箋紙を自由に貼り替えることによっ

読み直し、順番を変 ８ て、対談の形に近づくようにさせる。

えて貼り直しながら 分 ・清書することはせず、付箋紙を貼った形

対談の形にまとめて でまとめとすることを知らせるととも

いく。 に、次時に良くできた作品を紹介するこ

とを知らせ、見やすいまとめ方を工夫さ

せる。

○ 学習を振り返り、 ・次時からは「故郷」の学習を生かして、

次時の予告を聞く。 ２ 同様に作者のものの見方や考え方が作品

分 に強く表れている本を探して読み 「架、

空対談集」を作成していくことを知らせ

る。




